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	１．実習タイトル
	国際公開臨海実習Ⅲ
	２．授業科目
	３．実施場所
	４．実施期間
	５．対象学生
	６．実習内容（実習は英語で行うが、日本語によるサポート有り）
	海洋の生物多様性と生態系機能は、乱開発、富栄養化、沿岸開発、外来種、地球規模の気候変動など、人間活動による複数のストレスによって、世界中で急速に低下している。海洋生物と生態系の応答を理解し、海洋・沿岸域のより良い管理を行うためには、これらのストレスに対する海洋生物の応答を、分子、細胞、生物、個体群、群集、生態系など様々なレベルで統合的に理解する必要がある。本実習は、海洋生物の構造や動態を複数のレベルで観察・理解する機会を提供するものである。北海道東部の海洋生態系について、特に植物プランクトン、岩礁...
	１．実習観測船「みさご丸」による沿岸域の海洋観測と植物プランクトン観察
	２．陸域からの物質流入が海洋生態系に与える影響に関する評価
	３．厚岸湾の岩礁潮間帯とコンブ藻場の生物群集
	４．グループでの課題研究・成果報告
	７．定員
	８．選考
	９．提出書類その他（学生個人から直接申し込むのではなく、所属大学の教務を通じて申し込むこと）
	１０．申込期限
	１１．申込先
	１２．費用
	（実習参加を直前にキャンセルする場合、参加費用の一部を徴収する場合がある。）
	個人情報の取扱いについて

